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本製品は、新設・既設橋の狭隘なスペースへの設置に有利なコンパクトゴム支承装置です。
荷重支持板をウレタンゴム材のディスクベアリング構造とすることで高面圧化※を実現
した画期的な支承です。
※従来の積層ゴム支承�～��N/㎟、DRB��N/㎟

ウレタンゴムは活性水素化合物（OH基）とイソシアネート化合物（NCO基）の反応により得られる
ゴム状弾性体でウレタン結合を持つポリマーの総称であり、高硬度で高弾性を有し、機械的強度や
耐摩擦性に非常に優れ、耐老化性、耐オゾン性、耐油・耐溶剤性にも優れているゴム材料です。

支承高さの
コンパクト化

高いメンテ
ナンス性

優れた
耐オゾン性

新技術情報提供
システム(NETIS）登録

登録No：KK-100027-VE
技術名称：DRB
（ディスク型高面圧ゴム支承）

※現在掲載期間は終了しております
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DRBの構造

メンテナンス

耐オゾン性

ウレタンゴムは分子構造として、電子供与性基を持つ二重結合が無いため、オゾン劣化反応が生じない特徴が
あると考えられています。道路橋支承便覧（平成30年版）にて要求される条件よりも厳しい条件下で試験を行い、
耐オゾン性を確認しています。

DRBでは、地震時水平力を支持するサイドブロックを荷重支持板の外側に配置することで、震災後の健全性点検
が容易であり、また、荷重支持板単独で面圧を発揮できることから、点検･交換の際には、横方向に引き出せる
構造としており、維持管理性に優れています。

❷ ストッパーを外す ❸ 荷重支持板を引き抜くジャッキアップで荷重を抜く❶

オゾンが電子供与性質を持つ炭素ｰ炭素の二重結合間と
反応し、二重結合を切断することが原因で生じる劣化
現象。

ウレタンゴムの側面にくびれを設け、支承部
の機能として重要な回転変形性能を確保し
ています。この形状により上部構造の回転
変形にスムーズに追従します。アメリカの
AASHTOで規格化されている技術です。
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▼各種お問い合わせはこちらから
 https://kawakinct.co.jp/contact/
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可動タイプ 固定タイプ

サイドブロック・
ボルト

ストッパー

※可動タイプのみステンレス板

※可動タイプのみテフロン板

下沓

※可動タイプのみ拘束板

アンカーボルト

荷重支持板

上沓

せん断キー
セットボルト

DRBゴムは以下の基準に則したオゾン劣化試験を
行い、亀裂のないことを確認しています。


